
｛未」　北平 真由美

文化功労者を顕彰
永年に亘り、郷土の文化振興とその発展に寄与
された方を顕彰します。表彰式は、１月１日開催の
新年市民互礼会で行います。（敬称略・順不同）

菅田 一衛 （国府町瓜巣）
歴史・民俗学
永年に亘り、歴史・民俗・考古学の探求・研究を
行い、多数の著書・論文を執筆された功績。

山仲 巻虚（崇） （江名子町）
尺八
永年に亘り、尺八道を通じて高山市の文化振興
に寄与され、後進の指導に貢献された功績。

川上 岩男 （上宝町本郷）
歴史・民俗学
永年に亘り、上宝を中心とした民俗・歴史研究、
特に播隆上人の研究につとめ、多数の著書を執
筆された功績。

住　斉 （下三之町）
人類学
永年に亘り、ＤＮＡ解析による飛騨びとのルーツ
を探索、その結果により飛騨の歴史の未明部分
を解明し、多数の論文を執筆された功績。
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飛
騨
高
山
高
校
よ
り
郷
土
出
身
作
家
の

直
筆
手
紙
な
ど
を
寄
贈

瀧井　孝作

斐太猪之介

早船　ちよ

　
昭
和
四
十
二
年
、
県
立
高
山
高

等
学
校
（
現
・
飛
騨
高
山
高
等
学

校
）
で
創
立
五
十
周
年
記
念
行
事

と
し
て
、
文
化
祭
に
お
い
て
作
家

の
原
稿
展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
際
に
郷
土
出
身
作
家
の
原

稿
借
用
の
や
り
と
り
を
か
わ
し
た

作
者
直
筆
の
手
紙
等
が
、
学
校
で

所
蔵
・
保
管
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
手
紙
を
保
存
・
活
用

す
る
た
め
、
平
成
二
十
六
年
十
二

月
に
飛
騨
高
山
高
等
学
校
よ
り
当

協
会
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

寄
贈
い
た
だ
い
た
文
献
は
以
下
の

通
り
で
す
。

・
瀧
井
　
孝
作
　
直
筆
手
紙
一
通

・
早
船
　
ち
よ
　
直
筆
手
紙
二
通

・
斐
太
猪
之
介
　
直
筆
手
紙
一
通

　
　
　
　
　
　
　
直
筆
原
稿
一
通

　
寄
贈
い
た
だ
い
た
原
稿
は
、
近

代
文
学
館
に
て
保
管
し
、
展
示
会

な
ど
で
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

新
文
化
会
館
建
設
に
向
け
て

（
一
社
）
高
山
市
文
化
協
会

　
　
　
　
　
会
長
　
小
林
　
浩

　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
は
初
春

を
お
迎
え
の
こ
と
、
心
か
ら
お
喜

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
当

協
会
の
事
業
は
会
員
は
じ
め
市
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
順
次

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
、
国
内
の
景
気
・
経
済
は
良

く
な
る
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
私
た
ち
の
実
生
活
に
お
い
て

は
な
か
な
か
実
感
が
得
ら
れ
ず
、

こ
う
し
た
社
会
の
情
勢
が
、
人
々

の
心
の
支
え
と
な
る
文
化
事
業
に

少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
こ
と

は
、
誠
に
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
よ
う
な
時
機
、
高
山
市
が

基
本
政
策
の
柱
を
「
経
済
・
環
境
・

文
化
」と
位
置
付
け
、文
化
振
興
を

重
点
施
策
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
市

民
の
文
化
活
動
を
支
え
る
上
で
大

き
な
力
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
四
月
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
高
山
市
第
八
次
総
合
計
画

に
、
一
昨
年
よ
り
当
協
会
は
、
昭

和
五
十
七
年
に
完
成
し
た
現
在
の

高
山
市
民
文
化
会
館
を
改
築
す
る

等
の
新
文
化
会
館
の
建
設
計
画
を

盛
り
込
ん
で
下
さ
る
よ
う
、
高
山

市
へ
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
市
が
前
向
き
な
対

応
を
し
て
く
だ
さ
る
と
の
こ
と

で
、
大
変
意
を
強
く
し
た
次
第
で

あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
高
山
駅
を
中
心
と
し
た

駅
周
辺
整
備
事
業
が
着
々
と
進
行

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
駅
西

地
区
は
、
今
ま
で
以
上
に
人
々
の

交
流
が
盛
ん
に
な
り
、
そ
の
拠
点

と
な
る
新
文
化
会
館
の
役
割
は
一

層
重
要
に
な
っ
て
く
る
も
の
と
信

じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
新
文
化
会
館
建
設
計
画
を

前
進
さ
せ
る
た
め
に
は
、
建
物
を

建
築
さ
れ
る
の
は
高
山
市
で
す

が
、
利
用
し
活
用
す
る
私
た
ち
市

民
と
各
種
団
体
の
理
解
と
協
力
が

必
要
で
す
。当
協
会
は
、
新
文
化

会
館
を
含
め
た
駅
周
辺
整
備
事
業

が
早
期
に
完
成
す
る
こ
と
を
願

い
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
市
内
に
あ
り
ま
し
た
唯

一
の
映
画
館
が
昨
年
閉
館
し
ま
し

た
。
テ
レ
ビ
・
情
報
機
器
等
の
発

達
と
普
及
に
よ
り
、
映
画
館
で
映

画
鑑
賞
す
る
機
会
が
格
段
に
少
な

く
な
っ
て
い
る
の
は
事
実
で
す

が
、
映
画
の
持
つ
芸
術
性
と
文
化

性
は
、
文
化
活
動
を
進
め
る
上
で

大
変
重
要
で
す
。
当
協
会
は
他
の

団
体
と
協
力
し
、
文
化
会
館
を
利

用
し
た
映
画
鑑
賞
会
を
年
に
数
回

開
催
し
、
再
び
映
画
の
魅
力
を
広

く
伝
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
昨
年
、
自
然
環
境
の
保
護

に
つ
い
て
「
身
近
な
自
然
を
体
験

で
き
て
学
べ
る
森
」
を
造
る
こ
と

を
提
案
し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な

事
業
に
は
結
び
つ
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
当
協
会
の
事
業
と
し

て
何
を
す
べ
き
か
、
現
状
は
ど
う

か
、
将
来
私
た
ち
の
生
活
環
境
は

ど
う
有
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、
有

識
者
の
意
見
を
聴
く
な
ど
、
実
現

に
向
け
た
よ
り
よ
い
方
向
を
見
出

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
一
般
社
団
法
人
高
山
市

文
化
協
会
は
、
新
し
い
文
化
の
創

造
と
伝
統
文
化
の
継
承
」
を
念
頭

に
、
市
民
の
皆
様
に
理
解
が
得
ら

れ
る
持
続
可
能
な
文
化
活
動
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
て
、
年
頭
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。


